
　
総
合
化
学
各
社
が
新
た
な
成
長
基
盤
と
し
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア

医
療
関
連

と
と

も
に
力
を
入
れ
る
の
が
農
業
・
農
薬
分
野
だ
。
両
分
野
で
共
通
す
る
の
が
、
景
気

に
左
右
さ
れ
ず
安
定
収
益
が
見
込
め
る
こ
と
。
中
国
メ
ー
カ
ー
の
過
剰
生
産
で
汎

用
化
学
品
の
採
算
悪
化
が
長
期
化
す
る
中
、
食
料
増
産
で
市
場
拡
大
と
高
収
益
が

期
待
で
き
る
農
業
・
農
薬
事
業
を
拡
充
し
、
国
際
競
争
に
打
ち
勝
つ
。

生産能力を増強する住友化学大分
工場のフルミオキサジン製造設備

三
菱
化
学
が
ロ
ー
ソ
ン
フ
ァ
ー
ム
秋

田
に
納
入
し
た
閉
鎖
型
植
物
工
場

農
薬
を
第
３
の
柱
に
原
体
を
海
外
拡
販

植
物
工
場
を
拡
販
研
究
開
発
を
強
化

農業・農薬化学産業の新たな成長基盤へ
市場拡大と高収益狙う

　
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

や
水
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
た
閉
鎖
型
植
物
工
場

の
拡
販
に
向
け
た
動
き
も
活

発
化
し
て
い
る
。

　
三
菱
化
学
は
神
奈
川
県
小

田
原
市
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
水
耕
栽

培
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
閉
鎖

型
植
物
工
場
の
研
究
開
発
設

備
を
新
設
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光

の
波
長
を
は
じ
め
と
す
る
環

境
を
調
整
し
て
新
た
な
栽
培

手
法
を
実
証
す
る
ほ
か
、
新

規
顧
客
を
対
象
に
栽
培
指
導

を
行
う
。
山
口
大
学
、
Ｍ
Ｏ

Ｔ
総
合
研
究
所

山
口
県
宇

部
市

と
植
物
工
場
に
関
す

る
包
括
的
連
携
協
定
を
結
ぶ

な
ど
外
部
連
携
も
強
化
し
、

年
度
に

億
円
の
売
り
上

げ
を
目
指
す
。

　
昭
和
電
工
も
植
物
工
場
の

実
証
を
行
え
る
研
究
棟
を
川

崎
事
業
所

川
崎
市
川
崎

区

に
新
設
し
た
。
害
虫
や

病
害
で
露
地
栽
培
が
困
難
に

な
っ
た
葉
物
野
菜
を
植
物
工

場
で
栽
培
す
る
取
り
組
み
も

始
め
て
お
り
、
遠
藤
商
事

山
形
市

が
運
営
す
る
大

規
模
植
物
工
場

山
形
県
天

童
市

で
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
在
来
種
「
山
形
赤
根
ほ
う

れ
ん
そ
う
」
の
栽
培
を
始
め

た
。
付
加
価
値
の
高
い
作
物

の
生
産
で
植
物
工
場
ビ
ジ
ネ

ス
の
課
題
だ
っ
た
採
算
性
の

向
上
を
目
指
す
戦
略
で

年

に

億
円
の
売
り
上
げ
を
目

指
す
。

　
「
フ
ー
ド
＆
パ
ッ
ケ
ー
ジ

農
薬
・
食
品
包
材

を
モ

ビ
リ
テ
ィ

自
動
車
向
け
化

学
品

、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
続

く
第
３
の
柱
に
育
て
る
」
。

４
月
に
三
井
化
学
の
社
長
に

就
任
し
た
淡
輪
敏
氏
は

年

度
ま
で
の
３
カ
年
新
中
期
経

営
計
画
の
特
徴
を
こ
う
説
明

す
る
。
フ
ー
ド
＆
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で

年
度
に
売
上
高
１
０

０
０
億
円
、
営
業
利
益
２
０

０
億
円
を
目
指
す
計
画
だ
。

　
計
画
の
カ
ギ
を
握
る
の
は

農
薬
原
体
の
海
外
拡
販
だ
。

田
畑
や
果
樹
園
向
け
殺
虫
剤

「
ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
」
は
イ
ン

ド
、
中
国
に
続
き
、
ブ
ラ
ジ

ル
で
も
販
売
す
る
。
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
で
カ

メ
ム
シ
、
ウ
ン
カ
な
ど
水
稲

や
大
豆
畑
で
発
生
す
る
害
虫

を
防
除
す
る
。
塩
素
な
ど
ハ

ロ
ゲ
ン
元
素
を
持
た
な
い
化

学
構
造
の
た
め
毒
性
が
低
く

魚
や
鳥
へ
の
安
全
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
新
興
国
の
需
要

増
を
取
り
込
む
。

　
６
月
に
は
蛾
な
ど
防
除
が

困
難
な
害
虫
に
高
い
効
果
を

発
揮
す
る
新
規
殺
虫
剤
「
Ｍ

Ｃ
Ｉ
―
８
０
０
７
」
の
商
業

化
に
向
け
た
世
界
規
模
の
独

占
ラ
イ
セ
ン
ス
を
ド
イ
ツ
の

化
学
大
手
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
に
供
与

し
た
。
世
界
最
大
の
化
学
企

業
で
あ
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
開
発

力
や
販
売
網
を
生
か
す
。
両

社
に
よ
る
共
同
開
発
で

年

の
日
本
を
皮
切
り
に
世
界
各

国
で
登
録
申
請
を
行
う
。
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ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
は

「
い
の
ち
と
自
然
を
守
り
育

て
る
」
の
企
業
理
念
の
も

と
、
地
球
規
模
の
問
題
で
あ

る

食
糧
の
確
保

や

環
境

の
保
全

に
貢
献
で
き
る
企

業
を
目
指
し
て
い
る
。
安
心

・
安
全
な
農
業
生
産
に
寄
与

し
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
未

来
の
世
代
に
残
す
た
め
、

「
使
い
や
す
く
、
環
境
負
荷

の
少
な
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
た
環
境
保
全
型
農
薬
の

開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
微
生
物
農

薬
や
化
学
農
薬
と
微
生
物
農

薬
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
農
薬
、
飛
散
が
少
な

く
散
布
が
容
易
な
「
豆
つ
ぶ

剤
」
、
周
辺
へ
の
飛
散
を
大

幅
に
抑
え
た
「
微
粒
剤
Ｆ
」

な
ど
を
開
発
し
て
い
る
。

　
２
０
１
３
年
度
に
売
上
高

２
兆
２
４
３
７
億
円

前
年

度
比

・
９
％
増

、
営
業

利
益
１
０
０
８
億
円

同
２

・
２
倍

と
な
っ
た
住
友
化

学
。
業
績
改
善
を
け
ん
引
し

た
の
は
健
康
・
農
業
関
連
事

業
だ
。
売
上
高
３
２
７
０
億

円

同

・
５
％
増

、
営

業
利
益
３
８
２
億
円

同

・
２
％
増

と
、
医
薬
品
事

業
と
と
も
に
売
上
高
営
業
利

益
率

％
超
を
記
録
し
た
。

　
要
因
は

年

月
に
生
産

能
力
を
倍
増
し
た
大
豆
用
除

草
剤
「
フ
ル
ミ
オ
キ
サ
ジ

ン
」
の
海
外
販
売
増
だ
。
遺

伝
子
組
み
換
え
大
豆
用
種
子

の
最
大
手
で
あ
る
米
国
の
モ

ン
サ
ン
ト
と
連
携
し
、
世
界

３
大
生
産
国
の
米
国
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
拡

販
に
成
功
し
た
。

　
世
界
の
大
豆
生
産
の
８
割

を
占
め
る
３
カ
国
で
成
功
し

た
理
由
は
モ
ン
サ
ン
ト
の
大

豆
用
除
草
剤
が
効
き
に
く
い

雑
草
を
駆
除
で
き
る
こ
と
。

今
後
も
３
カ
国
を
中
心
に
需

要
増
が
見
込
め
る
た
め
、
同

除
草
剤
を
生
産
す
る
大
分
工

場

大
分
市

の
生
産
能
力

を

年
ま
で
に
現
状
比
５
割

増
に
す
る
。

　
住
友
化
学
は
殺
虫
剤
を
種

子
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
疫

病
を
防
ぐ
種
子
処
理
と
い
っ

た
農
薬
周
辺
分
野
の
事
業
拡

大
も
進
め
る
。
７
月
に
は
米

国
で
大
豆
向
け
種
子
処
理
用

農
薬
「
イ
ン
テ
ゴ
ス
イ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
」
を
発
売
し
た
。

　
種
子
処
理
用
農
薬
は
種
子

に
農
薬
を
皮
膜
す
る
こ
と
で

農
薬
の
散
布
回
数
や
散
布
量

を
減
ら
し
、
農
作
業
を
省
力

化
。
大
規
模
農
業
化
が
進
む

米
国
や
南
米
で
の
需
要
増
を

取
り
込
み
、

年
度
に
健
康

・
農
業
関
連
事
業
で
売
上
高

３
５
０
０
億
円
、
営
業
利
益

４
５
０
億
円
を
目
指
す
。


